


出土したー木鋤(踏鋤)は柄 e身ともに一部欠損し

ているが、その形状を良好に保っている。身の先端は

斜めに整えられているが、金属製の鋤先をはめていた

とも考えられる。形態的には、ほぽ同時期に描かれた

「北野天神絵巻jの中の踏鋤と同じものであろうと見

られる。

木鰐は下部を欠損しているが、残存長23.4crn、幅4.4

crnを測る。頂部を圭頭に切り出し、そのすぐ下に三角

形の切り込みが入っている。文字は、解読できないが、

上部に 3文字ずつ 3行分書カ亙れており、それ以下にも

文字が続くところから、呪符として使用されたものと

推定できる。切り込み部分に何かが巻かれていた痕跡、

がある。

鎌倉時代の木製農具の出土は珍ししまた、遺構の

残存状況も溝に区躍された家麗と井戸が一つのセット

としτ構成される屋敷地が検出される等その状態は良

く、貴重な資料と言える。

(糊滋賀県文化財保護協会上塩幸徳)

滋賀県野洲郡中主町大字五条に所在を置く兵主神社

は、神社縁起によると養老 2(718)年に創建したとさ

れ、平安時代には地方でも高い神位にあったことが『三

代実録j等様々な文献より知られるところである。

本殿脇西南に広がる庭園は、昭和28年に国指定名勝

庭園の指定を受けているが、平成 2年の台風19号によ

りかなりの被害を被り、留の補助を受け修後すること

となった。これに伴い、平成 3年度より古文審調査や

石材調査等総合的な庭園調査が進められ、今回従来の

庭問形態を明らかとするために発掘調査を実施した。

当初、その作庭様式から、概ね鎌倉時代につくられた

庭ではないかと考えられていたが、結果は現存する護

より当庭園の原形ともいえる遺構が検出

~，'I\I浜の検出状況

され、平安時代後期にまで遡りうるものであった。こ

れは、水際において径 5crn 内外の円磯を敷き詰める、

いわゆる洲浜が形成されており、その緩やかな傾斜か

ら幅約 1mを計るであろうと考えられ、池の汀線に沿

い一周する規模のものであった。また、治への水の導

水溝としてi幅約 1m、深さ約70crn、延長約160mにも及

ぶ遣水跡が検出され、地及び排水溝を含めた流れの総

延長が約360mにも達する規模と患、われる。遺水跡は、

池への導入部において 2本に分かれ、ひとつは池への

流れを形成し、もう一方はおそらく現存する築山を巡

る形で、池潤りの調査で確認された落込みへとつなが

り荒水、滝口等の施設を構成していたものと考えられ

る。また、溝窟の一部においては、かなりの数量の円

棟が検出されたことにより、当初はそれが敷かれてい

たのではないかと指構される。このように、断片的な

がら庭の往時の姿態が明らかとされたが、その特徴ι
ひとつとして、庭泊の形状を含めて非常に水の流れを

意識した構造であることがいえる。これは、平安時代

に代表される貴族邸庭園や寺続庭園等の持つ最観とは

一線を画し、大きくは日本古来の祭把形態、の伝統を受

け継ぐものとも解され、神社庭園の認識を再考する上

でも示唆を含む重要な事象であると考えられる。もう

ひとつは、平安時代後期につくられた庭が、明治時代

初頭には極めて荒廃の様相を示していたのに対し、そ

の41年には新しい護岸施設を備えほぽ同じ地割で娃る

という、偶然的な運命をたどった点が挙げられる。

最後に、古代兵主神社庭園の風景を捉えてみると、

長大なる遣水としてなぞられる大河、壮大たる海を想

わせる池の形状及び岸部辺を彩る洲浜、そして本殿を

巡り消えて行く水の流れは、ある種の悠久なる水物語

を描いているようである。その置かな水の流れに対し、

何を願い、何を託したのかは留り知れないが、一方で

当時の人々がどのような視線で大地を見据え、

読み、そして自然との調和を如何に楽しんだかを、

にイ云えているようでトある。

(中主町教育委員会

はi福30m、高さ 1.5mにわたり残存していた。墳丘高は
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